
問　

鉄
道
会
社
は
沿
線
に
大
規
模
な

宅
地
を
開
発
し
、
通
勤
や
通
学
客
増

に
つ
な
げ
る
従
来
型
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
を
変
更
し
、
駅
周
辺
で
商
業
開

発
等
を
行
い
、
長
期
的
に
地
域
に
関

わ
る
姿
勢
を
強
め
て
い
る
が
、
知
立

駅
周
辺
で
互
い
の
計
画
が
か
ぶ
ら
な

い
よ
う
に
調
整
を
し
て
い
る
の
か
。

答　

市
か
ら
鉄
道
会
社
に
呼
び
か
け

て
い
る
が
、
現
在
、
具
体
的
な
協
議

に
至
っ
て
い
な
い
。
調
整
し
て
互
い

に
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
の
関
係
に
な
れ
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

問　

知
立
駅
周
辺
の
駐
輪
場
を
ど
の

よ
う
に
整
備
し
て
い
く
計
画
な
の
か
。

答　

約
３
千
台
分
を
高
架
下
利
用
し

て
平
面
型
で
整
備
し
、
す
べ
て
有
料

で
運
営
す
る
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

問　

以
前
「
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

設
置
を
提
案
し
た
が
、
西
新
地
再
開

発
事
業
の
案
に
あ
る
認
可
保
育
園
の

ス
ペ
ー
ス
が
そ
れ
に
当
た
る
の
か
。

答　

ま
だ
案
で
あ
り
検
討
中
で
あ
る
。

問　

市
は
、
今
年
２
月
に
岡
崎
女
子

大
・
短
大
と
子
育
て
支
援
や
教
育
・

保
育
分
野
で
協
力
を
深
め
る
協
定
を

結
ん
だ
が
、
も
う
一
歩
進
め
て
西
新

地
再
開
発
ビ
ル
に
「
サ
テ
ラ
イ
ト
キ

ャ
ン
パ
ス
」
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

答　

駅
周
辺
に
若
い
人
の
増
加
、
賑

わ
い
の
創
出
、
商
店
街
の
活
性
化
等

の
効
果
が
あ
る
。
し
か
し
、
誘
致
に

多
額
の
費
用
が
か
か
る
た
め
費
用
対

効
果
を
考
え
慎
重
に
検
討
し
た
い
。

問　

全
国
各
地
で
悲
惨
な
交
通
事
故

に
よ
り
死
者
が
出
て
い
る
と
の
報
道

が
さ
れ
て
い
る
。
当
市
は
第
10
次
知

立
市
交
通
安
全
計
画
を
基
に
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
物
損
事
故
を
含
め
る

と
過
去
５
年
間
発
生
件
数
は
横
ば
い
。

一
日
あ
た
り
約
７
件
市
内
で
交
通
事

故
が
発
生
し
て
い
る
状
況
で
更
な
る

対
策
を
求
め
る
。

答　

高
齢
者
に
よ
る
交
通
事
故
が
問

題
視
さ
れ
て
い
る
が
、
当
市
は
若
い

年
齢
が
多
い
状
況
。
啓
発
活
動
を
含

め
地
域
協
力
の
下
で
推
進
し
て
い
く
。

問　

市
内
に
は
31
町
内
会
の
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
り
、
そ
の
中
に
老

人
会
・
子
ど
も
会
等
存
在
し
、
防
災

活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
・
生
涯
学
習
な
ど

住
民
同
士
が
お
互
い
に
助
け
合
い
、

協
力
し
合
っ
て
住
み
よ
い
地
域
づ
く

り
に
向
け
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
近
所
付
き
合
い
の
多
様
化
に

よ
り
町
内
会
の
加
入
率
、
役
員
担
い

手
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。
市
行

政
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
を
強
化
す
べ
き
。

答　

隣
近
所
の
付
き
合
い
の
希
薄
化

に
よ
り
町
内
会
加
入
率
の
減
少
傾
向

は
認
識
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
担

い
手
不
足
、
役
員
選
任
に
対
し
て
苦

慮
し
て
い
る
こ
と
は
聞
い
て
い
る
。

加
入
促
進
へ
の
Ｐ
Ｒ
や
公
民
館
建
設

等
補
助
や
町
内
会
事
務
員
設
置
補
助

を
し
て
い
る
が
、
今
後
と
も
事
務
的

な
も
の
も
含
め
、
区
長
を
は
じ
め
役

員
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
に
努
め

て
い
き
た
い
。

民
友
ク
ラ
ブ
　
神
谷 

文
明 

議
員

知
立
駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て

立
志
会
　
永
田 

起
也 

議
員

交
通
事
故
の
な
い
ま
ち

町
内
会
へ
の
課
題
に
つ
い
て

問問問問

答

答答

答答答

問

問
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問　

税
滞
納
は
生
活
苦
の
シ
グ
ナ
ル

と
受
け
止
め
、
親
身
な
納
税
相
談
と

分
納
対
応
が
必
要
。
生
活
困
窮
者
に

は
生
活
保
護
等
の
支
援
を
す
べ
き
。

答　

一
括
納
付
が
原
則
だ
が
、
状
況

に
応
じ
て
分
納
を
認
め
る
場
合
も
あ

る
の
で
、
市
役
所
に
来
て
相
談
し
て

も
ら
い
た
い
。

問　

西
新
地
再
開
発
事
業
を
市
民
は

知
ら
な
い
。
公
益
的
施
設
は
子
育
て

支
援
施
設
を
検
討
中
だ
が
、
建
設
の

是
非
、
施
設
内
容
の
是
非
を
含
め
、

市
民
の
意
見
を
汲
み
つ
く
す
べ
き
で

は
。

答　

何
が
必
要
な
の
か
、
ま
だ
ま
だ

議
論
の
余
地
が
あ
る
。
機
会
を
み
て

聴
い
て
い
き
た
い
。

問　

知
立
駅
の
高
架
下
に
自
転
車
駐

輪
場
を
検
討
し
て
い
る
が
、
鉄
道
事

業
者
に
も
設
置
を
要
求
す
べ
き
で
は
。

答　

以
前
、
鉄
道
業
者
が
持
っ
て
い

た
台
数
分
は
確
保
し
て
も
ら
い
た
い
。

時
期
を
み
て
言
っ
て
い
き
た
い
。

問　

市
長
は
県
議
選
で
新
人
の
選
対

本
部
長
に
な
り
応
援
し
た
。
市
民
の

中
か
ら
、「
市
長
は
公
平
で
あ
る
べ

き
」
等
の
疑
問
が
広
が
っ
た
。
ど
う

受
止
め
た
の
か
。

答　

回
答
す
る
の
は
難
し
い
。
公
約

を
見
て
支
援
し
た
。

問　

市
民
は
市
長
と
県
議
が
力
を
合

わ
せ
知
立
の
た
め
に
頑
張
っ
て
欲
し

い
と
願
っ
て
い
る
の
で
は
。

答　

県
へ
の
要
望
で
県
議
が
い
る
と

効
果
が
あ
る
時
は
同
行
を
願
い
た
い
。

問　

国
の
中
央
教
育
審
議
会
で
は
、

「
新
し
い
時
代
の
教
育
に
向
け
た
持

続
可
能
な
学
校
指
導
・
運
営
体
制
の

構
築
の
た
め
の
学
校
に
お
け
る
働
き

方
改
革
に
関
す
る
総
合
的
な
方
策
」

「
公
立
学
校
の
教
師
の
勤
務
時
間
の

上
限
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を

示
し
た
。
働
き
方
に
つ
い
て
は
、
シ

フ
ト
制
勤
務
や
変
形
労
働
時
間
制
、

ま
た
教
科
担
任
制
な
ど
の
導
入
を
検

討
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
が
知
立

市
で
は
ど
の
よ
う
な
考
え
方
か
。

答　

小
・
中
学
校
と
も
教
員
の
在
校

時
間
は
昨
年
よ
り
減
少
し
、
成
果
が

で
て
い
る
。
現
在
、
制
度
の
導
入
の

考
え
は
な
い
。
教
員
の
数
、
教
科
、

時
間
割
等
研
究
の
必
要
が
あ
る
。

問　

い
じ
め
防
止
対
策
と
し
て
、
保

護
者
に
「
い
じ
め
の
定
義
」
の
周
知

を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
。
ま
た
、

掌
握
し
て
い
る
い
じ
め
件
数
と
そ
の

対
応
は
。

答　

中
学
校
へ
の
入
学
説
明
会
時
や

４
月
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
な
ど
で
実
施
。

昨
年
度
、
い
じ
め
の
認
知
件
数
は
市

内
21
件
。
ひ
と
り
ひ
と
り
子
ど
も
に

寄
り
添
っ
た
対
応
に
徹
し
て
い
る
。

問　

道
路
交
通
環
境
整
備
に
つ
い
て

通
学
路
の
危
険
箇
所
点
検
等
で
安
全

性
が
確
保
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
歩
道

を
走
る
自
転
車
も
多
く
、
段
差
解
消

や
自
転
車
事
故
に
対
す
る
保
険
加
入

促
進
も
必
要
で
は
。

答　

保
険
加
入
の
促
進
等
の
条
例
制

定
は
愛
知
県
へ
要
望
し
て
い
る
。

日
本
共
産
党
知
立
市
議
団
　
佐
藤 

修 

議
員

当
面
の
諸
課
題
に
つ
い
て

県
議
選
対
応
に
つ
い
て

公
明
党
　
杉
山 

千
春 

議
員

子
ど
も
た
ち
を
育
む

こ
こ
ろ
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を

問問

問問問

答答

答答答答

答

問問

問答

知立小学校（中町）
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問　

子
ど
も
た
ち
の
大
雨
時
の
対
応

は
。

答　

園
児
に
つ
い
て
は
、
逢
妻
川
等

の
増
水
に
伴
う
緊
急
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
よ
り
対
応
。
児
童
・
生
徒
に
つ

い
て
は
、
年
度
当
初
に
異
常
気
象
に

よ
る
対
応
が
通
知
し
て
あ
る
の
で
、

保
護
者
の
判
断
に
よ
り
対
応
。

問　

児
童
・
生
徒
に
つ
い
て
は
、
大

雨
に
よ
る
対
応
の
取
り
決
め
が
な
い

が
、
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
早
急

に
検
討
を
。

答　

各
学
区
に
よ
り
環
境
が
さ
ま
ざ

ま
で
あ
る
た
め
、
一
律
な
取
り
決
め

は
し
づ
ら
い
が
、
児
童
・
生
徒
の
安

全
を
第
一
に
考
え
る
と
必
要
。

問　

気
象
庁
は
、「
大
雨
・
洪
水
警

戒
レ
ベ
ル
」
を
５
段
階
表
示
で
運
用

を
始
め
た
が
、
本
市
は
ど
の
よ
う
な

対
応
を
す
る
の
か
。

答　

５
段
階
表
示
の
警
戒
レ
ベ
ル
を

市
民
に
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
周

知
し
、
運
用
し
た
い
。
ま
た
、
全
職

員
で
情
報
を
共
有
し
て
初
動
体
制
を

整
え
た
い
。

問　

大
雨
時
に
逢
妻
川
流
域
で
知
立

問　

人
口
減
少
、
高
齢
化
の
進
展
に

よ
る
課
題
克
服
、
地
域
創
生
の
た
め
、

働
く
場
の
創
出
は
重
要
な
課
題
。
企

業
立
地
推
進
課
の
新
設
は
企
業
誘
致

の
牽
引
力
。
設
置
さ
れ
た
経
緯
と
目

的
を
明
確
化
し
計
画
的
な
推
進
を
。

答　

近
年
の
企
業
の
事
業
拡
大
、
機

能
集
約
等
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
に
対
応
。

関
係
す
る
部
局
を
集
約
し
た
専
門
課

と
し
て
設
置
に
至
っ
た
。
需
要
へ
の

迅
速
な
対
応
、
新
た
な
雇
用
創
出
、

税
収
拡
大
等
を
目
的
と
す
る
。

問　

企
業
ニ
ー
ズ
の
現
状
把
握
、
近

隣
市
の
状
況
調
査
と
推
進
員
の
設
置
、

優
遇
措
置
等
具
体
策
の
策
定
を
。

答　

企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
予
定
。

近
隣
市
は
訪
問
調
査
中
。
推
進
員
の

設
置
、
優
遇
措
置
等
は
今
後
の
推
進

策
の
中
で
検
討
し
決
定
し
て
い
く
。

問　

知
立
駅
周
辺
へ
は
、
都
市
機
能

を
活
か
し
オ
フ
ィ
ス
系
企
業
誘
致
を
。

答　

西
新
地
地
区
、
駅
南
地
区
な
ど

は
都
市
型
企
業
誘
致
が
有
効
で
あ
り
、

企
業
の
需
要
を
調
査
し
検
討
す
る
。

問　

市
内
企
業
の
障
が
い
者
法
定
雇

用
率
達
成
状
況
は
。
今
後
は
企
業
や

市
内
に
お
い
て
、
水
位
が
上
昇
す
る

原
因
・
要
因
は
。

答　

県
に
調
査
を
依
頼
し
て
い
る
が
、

明
確
な
回
答
は
な
い
。
現
在
、
管
理

者
で
あ
る
県
に
よ
り
、
洪
水
を
安
全

に
流
下
さ
せ
る
た
め
に
、
河
道
拡
幅

河
床
堀
削
等
を
進
め
て
い
る
。

関
係
団
体
と
の
連
携
を
強
化
し
、
障

が
い
者
雇
用
へ
の
理
解
を
深
め
市
内

で
の
雇
用
、
定
着
、
自
立
の
推
進
を
。

答　

法
定
雇
用
率
達
成
企
業
は
43
・

４
％
。
今
後
企
業
の
意
識
調
査
や
商

工
会
を
通
じ
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、

奨
励
制
度
の
周
知
、
職
場
体
験
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
出
前
講
座
等
に
よ
り
、

障
が
い
者
の
一
般
就
労
を
促
進
す
る
。

立
志
会
　
山
口 

義
勝 

議
員

正
和
会
　
川
合 

正
彦 

議
員

大
雨
時
に
お
け
る
子
ど
も
た
ち

の
安
全
体
制
に
つ
い
て

企
業
立
地
推
進
と
地
域
創
生

障
が
い
者
雇
用
へ
の
取
り
組
み

問問問問

問問問問

答

答

答答答

答答答

逢妻川（西町）
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